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牛乳摂取と循環器疾患に関する疫学的研究

~高血圧、動脈硬化性疾患を中心に~

大阪府立公衆衛生研究所所長 小 町 喜 男

筑波大学社会医学系嶋本 喬

過去2年間にわたって、牛乳摂取と循環器疾患の関連を、農村、漁村、都市の9集

団の男女、延べ約 3 万人 (40~50歳)を対象として、 10年間の追跡調査の成績をもと

に検討した。

そして、大要以下の結論を得た。

1 )最近の10年間において、各集団とも牛乳・乳製品の摂取量が増加しつつあること

を認めたが、その様取量は現在でも欧米諸国に比しはるかに少ない。

2 )我国程度の牛乳・乳製品の摂取は、血清総コレステロール値の過度の上昇をもた

らし、動脈硬化症を促進する可能性は低い。但し、都市の一部集団に関しては、牛

乳・乳製品の摂取を制限する必要はないものの、肉類等の他食品の摂取量を勘案し

ながら、牛乳摂取を勧める必要がある。

3 )牛乳・乳製品の摂取とカルシウム摂取、高血圧との関連についてみると、近年の

牛乳・乳製品を中心とするカルシウム摂取量の増加傾向とともに、従来は認め難かっ

た血圧値とカルシウム摂取量の負の相関関係が、男子では有意に、女子ではその傾

向が認められるようになってきた。

以上より、高血圧、動脈硬化症予防の観点よりみて、我国ではカルシウムの摂取増

加が必要であり、とくに農村では、牛乳・乳製品よりの摂取を増加させることが望ま

しいと結論した。

しかし、牛乳以外に、魚介類、野菜類、豆類からのカルシウムの摂取割合の多い我

国では、カルシウム摂取の増加は、かえってこれらの食品の摂取増加に伴う食塩摂取

量の増加をもたらしかねないと危倶する意見もみられる。そこで、本年度はカルシウ

ム摂取源食品を、主として牛乳・乳製品による場合、それ以外による場合に分けて、
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食塩摂取との関連を検討し、カルシウム摂取量を多く、食塩摂取量を少なくする高血

圧予防のための望ましい食生活のあり方を具体的に示す研究を行った。

対象・方法

対象集団は過去2年間の報告において示したと同じ集団であり、東北の2農村、関

東、四国、北陸の各l農村、北陸漁家、大阪の近郊都市住民、大阪の企業の事務職及

び現業職の計9集団である(表1)。

各集団の調査開始時期は、東北2農村、大阪の近郊都市及び企業の事務職、現業職

の集団は1963年より、四国農村は1969年、関東農村は1981年、北陸農村は1978年、北

陸漁家は1983年である。 24時間思いだし法による栄養調査は東北2農村、四国農村、

大阪の3集団は1974年より、他の3集団は1978年以降に開始した。なお、過去2年間

は、 40~59才について検討を行なったが、今回は60才代を加え40~69才で検討した。

そして、カルシウム、食塩の摂取量の推移をみるに当っては調査時期をI期(1974

年~1977年)、 E期 (1978~1982年)、 E期(1983年~1987年)に分けて推移を検討し

た。

成績

1 )主成分分析よりみたカルシウム源食品の摂取状況の推移

昨年までの検討により、カルシウムの重要な摂取源食品として乳類、小魚類、小魚

以外の魚介類、豆類、野菜類があげられること、各集団ともこれらの食品によって

Ca摂取量の約70~80%を占めていることが判明した。そこで、これら食品からの

Ca摂取量を変量として、主成分分析を行なった。各主成分ごとのCa源食品の因子

負荷量、固有値、寄与率および累積寄与率を示す(表2)。

男女とも、第一主成分は野菜類、豆類と高い正の相関を示した。第二主成分は小

魚と正の相関を、乳類と負の相関を示した。第一主成分から第三主成分までの累積

寄与率は男女とも63%であった。

次に、集団別、時期別の主成分得点の平均値を算出し、第一主成分と第二主成分

を座標幅とすると分散図にプロットした(図.1、2)。
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I~m期にかけて、大都市企業勤務者を除く 4集団においては、第N象限に向かつ

て移行しており、このことは乳類および野菜類(緑黄色野菜)、豆類からのCa摂取

量の増加を表している。女子でも同様の傾向であった。

これらのことは、過去2年間の報告において、集団ごと、食品ごとに分析して示

したことを、あらためて包括的に把握し、確認したものと言えよう。

2 )主成分分析よりみた食塩源食品の摂取状況の推移

次にCa摂取と高血圧との関連を考慮するに当って重要な食塩の摂取状況に関し

て、同様の分析を行なったよ食塩の主要摂取源食品として、味噌、味噌以外の調味

料、漬物、魚介類の 4 食品群(食塩摂取量の約8O%~90%) をとりあげ、これらの

食塩摂取量を変量として主成分分析を行なった。各主成分ごとの食塩摂取源食品の

因子負荷量、固有値、寄与率および累積寄与率を示す(表3)。

男女とも、第一主成分は味噌、漬物と、高い正の相関を、味噌以外の調味料と高

い負の相関を示した。第二主成分は魚介類と正の相関を示した。第一主成分と第二

主成分の累積寄与率は男子で61%、女子ではω%であった。次に、集団別、時期別

の主成分得点の平均値を算出し、第一主成分と第二主成分を座標軸とする分散図に

プロットした(図.3、4)。

各集団の食品源別食塩摂取量および摂取割合の特徴が集団の棺対的位置関係によ

り、端的に表示された。また、 I~m期にかけて、各集団ともその位置に大きな変

化はみられなかった。女子でも同様の傾向であった。

3 )カルシウムと食塩の摂取量区分別にみた栄養素等の摂取量および食品群別摂取量

(表4、5) 

全集団、全期間を通じて全対象者についてCa摂取量3区分と食塩摂取量3区分

を組み合せて検討した。

Ca ・食塩摂取量がともに少ないA群、

Ca娯取量が少なく、食塩摂取量の多いB群、

Ca摂取量が多く、食塩摂取量の少ないC群、

Ca ・食塩摂取量がともに多いD群

以上の各群の栄養素等摂取量および食品群別摂取量を比較検討した。
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食塩摂取量区分が同一で、 Ca摂取量区分の異なるA群とC群、そして、 B群と

D群のそれぞれの問で栄養素等摂取量を比較すると、 C群またはD群 (Ca摂取量

の多い群)はA群またはB群 (Ca摂取量の少ない群)に比し、 Caと食塩以外の栄

養素等摂取量は男女とも有意に高値を示した。食品群別摂取量については、 C群ま

たはD群はA群またはB群に比し、種実類、豆類、緑黄色野菜、その他の野菜、果

実類、魚介類、乳類、砂糖類、菓子類が男女とも有意に高値を示した。

Ca摂取量区分が同一で、食塩摂取量区分の異なるA群とB群、そして、 C群と

D群のそれぞれの問で比較すると、男女ともB群またはD群(食塩摂取量の多い群)

はA群またはC群(食塩摂取利用の少ない群)に比し、 C也と食塩以外の栄養素等

摂取量が男女とも有意に多かった。食品群別摂取量については、 B群またはD群は

A群またはC群に比し、いも類、豆類、味噌、その他の野菜、漬物、海草、魚介類、

味噌以外の調味料が男女とも有意に高値を示した。また、男子では米、アルコール

が有意に多く、女子では肉類、晴好飲料が有意に多かった。

A、B、C、D群それぞれの群について、栄養素等摂取量を栄養所要量と比較検

討したところ、 A群では、栄養所要量の明示されているエネルギ一、たん白質およ

び鉄の摂取量の平均値は男女とも栄養所要量を大きく下廻っていた。脂肪のエネル

ギー比率も男子15.5%、女子17.1%と低率であった。また、 Caとりンの比は男子1・4.0、

女子1 ・ 3.2であり、男女とも望ましいとされる比(1:1~1:2) を大幅に超えていた。

Kは目標摂取量 (2000~4000mg)を下回り、 Na/K比は男女とも1.7であった。

B群では、たん白質摂取量の平均値は男女ともほぼ栄養所要量を満たしていたが、

Caと食塩以外の栄養素等の摂取量は男女とも栄養所要量を下回っていた。脂肪の

エネルギー比率は男子15.7%、女子18.7%であった。また、 Caとリンの比は男子1:4.3、

女子1:3.5であり、望ましい比よりも大幅に大きかった。 Na/K比は男子3.0、女子

3.1と高値であった。

Caと食塩の双方からみて望ましい摂取状況と考えられるC群では、すべての栄

養素等摂取量は男女ともほぼ栄養所要量に達していた。また、脂肪のエネルギー比

率は男子20%、女子22%であった。 Caとリンの比は男子で1:1.7、女子で1:1.5と望

ましい比であり、 Na/K比は男子1.22、女子1.15であり、低値であった。さらに、
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院凶副

不飽和脂肪酸と飽和脂肪酸の比率 (P/S比)は男女とも 1以上であった。

D群では、男女とも脂肪エネルギー比率は20%前後であるが、 Caと食極以外の

栄養素等摂取量は栄養所要量を大きく上回勺ていた。

また、 Caとリン比は男子1.9、女子1.7で、 A・B群より低値であるが、 C群に比

しやや高かった。 Na/K比は男子2.1、女子2.0で、B群より低値であるが、C群に比

し、高値であった。

考察

日本人の食生活の特徴として、 Ca摂取量の少ないことは、国民栄養調査をはじめ、

種々の栄養調査で報告されている。 Caが骨粗しょう症に重要な関連をもつことはす

でに指摘されており、また、高血圧の予防にも疫学的に見て今後重要な役割を果たし

うる可能性を過去2年間の本研究において認めた。しかし、本研究においては、環境

の異なる地域、職域の各集団において最近の14年間でCa摂取量の増加が認められる

ものの、現在でも一部の農村男子を除き、 Ca摂取量の平均値は男女ともCa}折要量削mg

を下回っていた。

次に、 Ca摂取源食品の検討により、各集団において認められた近年のCa摂取量の

増加は、主として、乳類および緑黄色野菜の増加によることを明らかにした。また、

Caの摂取量、摂取源食品に大きな地域・職域間の差があることも示し、 Ca摂取量は

四国農村、東北農村の男子だけがrr.m期において600mgをこえたのに対し、関東農
村は約450mgと最も低く、その他の集団はその問に留まるなど、集団関の差が大きい。

さらに、 Ca摂取源食品にも各集団の特徴が見いだされた。

四国農村では魚介類、とくに小魚類からのCa摂取割合が多く、東北農村では豆類

と緑黄色野菜からのCa摂取割合が多かった。しかし、関東農村では， Ca摂取量に関

し、摂取割合の多い食品を特定することはできなかった。すなわち、関東農村では、

その集団特性としてきわだったCa摂取源食品をもたないことが全体としてCa摂取量

を少なくしているといえる。北陸漁家では西国農村と同様に魚介類の摂取量は多いが、

そのほとんどが小魚以外の魚介類であり、主として身のみを食するため、魚介類から

のCa摂取量は四国農村ほど多くはない。しかも、他のCa食品源が極端に少ないこと
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晶白

も影響して、全体としてCa摂取量は少ない。

以上は集団としての検討であるが、次に個人別にCa所要量を満たす者の割合を検

討したところ、 Ca所要量600mgを満たす者の割合は各集団とも多くはない。最近(直

期)においても、最もCa摂取量の多い四国農村の男子でもCa600mg以上摂取者は約

50%であり、その他の集団では30%前後に留まっている。さらに、男女別に検討した

ところ、 Ca'摂取量が600mgを満たす者の割合は、大都市近郊、関東農村を除き、女子

は男子に比べ低率であった。また、男女別のCa摂取量は、前述したように、女子が

男子に比し、低値の場合が多かった。

以上のことから、わが国全体として、 Ca摂取量の不足が問題であることが重ねて

指摘されるが、とくに女子においては、摂取不足が著しく、骨粗しょう症との関連も

あり、より重視される必要がある。この対策を早急に具体的に進めることが要請され

る。

我々は関東の一農村において中高年婦人のCa摂取量の不足とその改善方法に関す

る研究けを行ない、 Ca摂取量の多い者は食境摂取量も多いことを指摘した。すなめち、

在来の日本型食生活ではCa摂取量が増加すると、食塩摂取量も増加するという傾向

が顕著である。そこで、 Ca摂取量を左右する要因を明かにすると同時に、さらに、

ca摂取量を多くし、かっ食塩摂取量を少なくする工夫を講ずることが重要である。
本研究において、我々は日本各地から、生活環境の異なる地域、職域の集団を選び、

かっ、現時点のみでなく、過去14年間の調査結果にまでさかのぼって、 Caと食塩の

摂取の関連について分析した。

Ca摂取量は、前述したように魚介類、豆類、緑黄色野菜、乳類等の主要なCa給源

食品の摂取状況に依存している。そのため、入手が容易であるか否かという地域の地

理的条件や流通機構、地域で行なわれてきた栄養改善の効果、また、地域の人々が上

述の食品の摂取を好むか否かという晴好の問題等小地域ごとの特色も大きく影響する

と考えられる。

一方、食塩摂取量は、従来からも指摘されているとおり、味噌、味噌以外の調味料、

漬物に負うところが大である。すなわち、 Caと食塩とは、その摂取源食品は本来異

なっていても、在来の日本型食生活では、食品の加工、料理の味つけ、調理の仕方に
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よって、両者の摂取の動向が一致してしまうのである。この事実はCa摂取量を多く

し、かつ、食塩摂取量を少なくする方法について考える上に大切な示唆を与えるもの

であろう。

我々はこれらの点に着目して、以下のような改善案を考える。

Ca摂取量を高値にするには、 Caの4大給源食品である乳類、豆類、野菜類(とく

に緑黄色野菜)、魚介類のうち、その地域で豊富にとれて入手しやすい食品を十分に

活用することが先決条件である。ただし、北陸漁家のように、生魚が豊富でもCaの

比較的少ない身のみ食べる食習慣の地域にあっては、魚類の外に、他のCa給源食品

を努めて多く摂取する必要がある。

次に、 Ca摂取量を高値にする際、食塩摂取量をいかに減らすかという調理方法上

の工夫が重要である。 Ca摂取量を高値に、食塩摂取量を低値にするために、まず考

えられることは従来から指摘されている乳類の摂取増加である。乳類はCaの吸収率

がよ〈、食塩をほとんど伴わずに摂取できる点から考えて、最も望ましい食品である。

しかし、各地の実際の摂取状況をみると、乳類摂取の最も多い大都市企業勤務者の集

団においても、乳類からのCa摂取量は l 日に約100~150mg (牛乳 1/2~3/4 本

に相当)を示すにすぎない。この実態からみても、若年者はともか〈、現在の中高年

者においては乳類のみに依存してのCa摂取量の増加は難しい状況にあると言わざる

を得ない。

乳類の摂取を可能な限りすすめながら、不足分は他のCa給源食品に頼らざるを得

ない。そこで、豆類、野菜類、魚介類の摂取量を増やすことになるが、農村の中高年

者においては、これは比較的実施しやすい方法である。しかし、これらの食品は一般

に醤油や味噌を多く用いる在来型の食形態と結び、ついているため、高Ca、高食塩の

食事になりやすいので、食塩摂取量を増加させない工夫が必要である。

我々が農村婦人のCa摂取とその改善方法に関する研究幻の中で、 C釦.600mg以上摂取

者の食塩摂取量の高低別の食形態を調べた成績では、食塩摂取量の高値群は低値群に

比べ、妙めもの、揚げ物、油焼きなどの油使用の料理が少なく、また、青菜のごま和

え、お浸し等の緑黄色野菜料理も少ないこと、そして米飯に偏っており、煮物、漬物、

汁物、魚干物、塩蔵品、佃煮等が多いことが明かになった。
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本調査対象において最も脂肪摂取量の多い大都市企業勤務者のみは脂肪エネルギー

比率が適正比率の上限25%にあったが、その他の集団においては下限20%を下回って

いる集団が多い。すなわち、本研究の対象となった農村、漁家における中高年者の脂

肪摂取量はまだ少なく、近年における食形態の大きな変化は認めがたい。したがって、

今後は努めて醤油・味噌等の使用を控え、油脂を用いる調理方法を多くすることによ

り、徐々に高Ca、低食塩摂取に向けての改善が可能となるであろう。

前述したように、 Ca・食塩双方の摂取量の望ましいC群は他の栄養素等の摂取量

も良好であり、栄養素のエネルギー比率も望ましい。また、 Caとリン比率、 NaとK

比率、 P/S比率等の栄養素バランスの上からも望ましい状態にあることが認められ

百

~。
表3に示したC群の男女別の食品群別摂取量の成績は適正な食品摂取の一つの目安

になりうると考えられる。

また、今回は食品によるCa:吸収率の差を考慮した検討は行なわなかった。吸収率

についての検討は当然考慮されなければならないが、全国的にCa摂取量が不足して

いる現状では、 Ca所要量600mg以上にするために、まずCa源食品の摂取量の増加を

はかることがより重要であると考えたからである。

最後に、 Ca供給源として、 Ca製剤による補給が昨今しばしば指摘される。しかし、

Caと食塩の双方からみて望ましいと考えられる群が栄養所要量との比較や栄養素の

バランスにおいても望ましい様相を呈しているのに対し、 Ca摂取不足の群は栄養所

要量を満たさないことが多く、栄養素のバランスも悪い。したがって、 Ca摂取量を

薬剤でなく、食事によって増加することは、単にCa摂取量を増加することにとどま

らず、食生活の全般的な改善につながることを強調したい。さらに、食塩の問題、吸

収率の問題等を考慮すると、食物の好みの固定した高年齢者はともかく中年層や若年

の人々には、食生活の改善の第lに乳類の摂取を(少なくとも各人が1日に牛乳1本

程度)をとりあげたい。この程度ならば動脈硬化への悪影響もみられていないからで

ある。
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表 l 調 査 対 象

男 Menaged 40.69 女 Womenaged 40-69 

調査期間 検診受診者栄養調査平均年齢栄聾調査 No.of No.of 
日'"可旬2obro七n日 of 

実施数 実施車 P町 tici- nutrition 
Average ~;~凹a醐 10

pan旬 eλammees 
age participants 

(克) (%) 

I 688 379 51. 2 55. 1 79告 305 52.4 38.2 

東北農村 E 842 235 52.7 27.9 1， 132 247 54. 7 21. 8 

E 990 361 52.2 36.5 1.259 234 54.4 18.6 

I 324 225 53.2 69.4 409 191 52.7 46. 7 

東北農村 E 375 210 53.0 56.0 479 174 53.4 36. 3 

E 361 244 55. 2 67ω6 464 190 54.8 40.9 

I 542 319 55.0 58.9 920 401 52.8 43.6 

四国農村 E 822 214 54.0 26.0 1，371 225 55. 3 16.4 

E 1. 009 253 54.2 25.1 1，647 303 54.8 18.4 

I 325 236 53.1 72.6 650 276 53.4 42.5 

大都市近郊 E 695 187 52.4 26.9 1. 315 288 51. 9 21. 7 

E 846 253 53.4 31. 6 1. 665 222 55.8 13.3 

I 369 113 45.5 30.6 

大都市事務 E 447 115 47.8 25.7 

E 459 83 51. 0 18. 1 

I 598 110 50.2 18.4 

大都市現業 E 929 199 46.0 21. 4 

E 1. 108 224 49. 7 20.2 

関東農村 E 1，844 497 51. 1 27.0 2，407 472 53.6 19.6 

北陸農村 E 253 170 55.5 67.2 484 347 55.6 71. 7 

北陸農家直 346 244 53.2 70.5 336 236 53.0 70.2 

Tota1 14，172 4.885 52.2 34.5 15，336 4，109 53.8 26.8 

1 : 1974-1977、Il: 1978-1982、m: 1983-1飽7
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表2 食品群別に見たカルシウム摂取量についての因子負荷量、

アイゲン値及ぴ因子寄与率、主成分分析

食品群

手レ乳製品
小魚

その他の魚

豆類

野菜類

寄与率

2 

男40-69織

主成分

主 4 5 

女40-69歳

主成分

ワ 4 5 

0.176 -0.611 0.129 0.745 0.155 0.136 -0.634 -0.461 0.560 -0.104 

0.046 0.756 -0.173 0.556 0.290 O.lll 0.745 -0.231 0.590 0.177 

0.219 0.171 0.954 -0.011 0.115 0.212 -0.155 0.644 0.466 -0.007 

0.710 -0.244 -0.189 -0.153 0.614 0.720 -0.127 -0.064 -0.201 0.648 

0.730 -0.009 -0.060 0.297 -0.613 0.719 0.178 -0.059 -0.137 -0.655 

1.118 1.034 0.996 0.979 0.874 1.112 1.029 1.005 0963 0.892 

アイゲン1直
累積寄与率

(%) 22.4 20.7 19.9 19.6 17.5 22.2 20.6 20.1 19.3 17.8 

(%) 
22.4 43.0 62.9 82.5 100.0 22.2 42.6 62.9 82.2 100.0 

表3 食品群別に見た食塩銭取量についての悶子負荷量、

アイゲン値及び因子寄与率、主成分分析

男40、69歳 女40、69怠

食品群 主成分 主成分

ワ 3 4 2 3 4 

Soy bean paste 0.791 -0.006 0.074 0.606 0.784 0.100 0.033 0.612 

Other s曲目oings 0.547 0.450 0.638 0.3日」 0.546 0.420 0.664 0.289 

Pickles 0.664 0.375 0.439 -0.475 0.628 0.500 0.344 -0.487 

Fishes 0.002 0.843 -0.536 0.054 0.208 0.784 0.580 0.076 

Eigenvalue 1.365 1.054 0.892 0.669 1.351 1.051 0.897 0.701 

Percent contribution (%) 34.1 26.3 22.3 17.2 33.6 26.3 22.4 17 .5 

Cumulative opner(c%en: t 
contribution (%) 34.1 60.5 62.6 10日O 33.6 印。 82.5 100.0 
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表4

一般住民におげるがレシウム及び食糧摂取量区卦別にみた栄養素摂取量，

1974-1987年
(M館 n!SD)

Calcium NaC! F" Carbo 
intake intake No E(nkceargl) y PrOlei目 (mP g) 

F， Cbol PF SF K 白 N，口。田
(gl % of h，ω drate (mg) (mg) (gl (gl (mg) (mg) (gl (mg/dllY) (g/rlay) (gl total 

energy 
幽 ωa M. 幽 幽 幽 幽 幽 幽 幽 'M 幽

10.0 
479 A -， 1 ，83:3.，，~ 57.2 31.6 15.5 274.7 851 1.1 212.2 9お 6.04 1，704 212 1.5 

or les! I ... ・岨7 山土川 土問 7 土241 土2.1 :t166.0 士4.69 士3.74 :1:563 土55 土1.8
299 ... 車車掌 車本t 本.. ... .. ..・ .. 傘念 .. 
or less 出 叫 叫 ω. 幽 出 幽 'M 幽

14.1 
11l 

_0_. I 2，181 73.0 羽A 15.7 317.8 1，073 9.2 261.1 11.14 1.40 2.20i 2S2 17.0 
or more 士481 :t20.1 土加Z 士79.1 士255 士2.3 士183.1 :1:5.21 土4.55 土619 土38 ±ιo 

Men aged 
10.0 

40-69 179 -2217±3491771士18.748D±19Z 19.9 311.0 l，31O 10.8 
266.5 14.13 10，01 2，“8 773 8.3 

or less 土99.0 ±お8 土3.5 士177.7 H 幻 士4.61 ±鈎7 士175 土1.3
6曲 事事由 *帯意 ... .. 制e ... ... ，傘， ..傘 .. 
or more 

由σ3 
14.1 

890 
2，釦9 110.7 ω8 19.5 羽1.8 1，727 16.4 447.4 18.88 12.00 3，717 881 19.8 

"刷" 士656 士3l.3 :t25.6 士122.5 土必6 :t5.2 ±お8.3 :t8A8 士5.37 士1208 土忽3 :!:5.2 

R，四mmeZM1dmedadgaetdaw40a4H9 owabα 2，0∞ー2，4'∞ 70 20-25 10 2，∞0-4，∞。 問。 10.0 

幽 幽 岨 幽 幽 出 'M ω. 出 出 ." 幽

10.0 
S71 A _， 1，34.1.....，.， 44.6 25.5 17.1 担4.8 総S 6.3 174.8 8.08 4.61 1，624 216 7.2 

町 l曲 | 土問 士山 土川 :!:69.1 ::tl85 士2.0 :!:140.0 :t4.37 土2.94 訪問 ::54 土1.8
299 

牢宰寧 芋宇司寧牢 .. "事傘 "本， .“ 
or les:; 幽 出 叫 幽 幽 ωa 幽 山 幽

14.1 
108 B-， I 1印9 58.5 33.5 18.7 部自.4 861 8.3 223.0 10.3附 5.98 2，ω9 248 16.3 

or more 士393 土15.0 土問』 :t73‘6 :t186 :t1.9 エ173.2 土5.12 土4.44 土問 士34 士2.3

Women aged 
10.0 c 1 J 1，115.." 67.6 42.3 22.2 258.9 1，157 772 8.2 

40-69 2お 11.4 291.0 12.85 8.67 2，810 
od出 士370 士14.7 土18.5 :t69.8 土222 士4.1 士175.6 土6白 土3.85 ±お3 :t188 :t1.5 

曲。 傘司.. 寧写本 尊司.. .. 事傘. ... .. 
ーー“

。rmore 
14.1 

492 
2，162 同 7 臼2 担 320.3 1，447 14.9 39陥3 16.8陥 10.18 3，625 回。 18.6 

or more :tS13 土詑.5 :!:21.3 :t91.0 :t31O ±ιo :!:227‘l ±ι91 ::!::4.62 土118C :!:232 :!:4.1 

RecorEEw3巴nmdedmdaiegtduy 40a4iio9 w田" J ，71帥-1.950 国 20-25 10-12 2，∞0-4，凶O 6∞ 10.0 

OiffereRtes between A and CロrbetweeR B and 0咽品 pく0.05干 tollp<O.Ol，品.pくO加l
Differenc自民tw"，日 Aand B or hetween C and 0:牢Fく目白， **pく0.01，**t p(O.佃l



島幽且
茄回引材摂q
 
H
 

世
酔
ロ
冊
谷
氏hh
 
・0
F
I
匂}
 
『E
 

AHM 

U
比
轟
轟
駒山明
摂
出
取
也
会
民ぴZN凶λH

 

.門
JLY 
ル

年

吻
μ
M

巧
4

る

8

同
り

n
u
d

仰の

1
よ

H

九

~
民

4

ル
は
円
I

5

般

9

費

一

l (Mean土SD)

Calcium NaCl 
intake intake 
!mgぬy)(gloay) 

Cereals :-;0. Clasl 
PotalOel 

Rice 0lhers 

fo凶 group (g) 

'^出

100 明子A "却 “ お 7.4 1.0 :12 川l口¥ 3凋0 
!聞 l J眠土即掌珂土8.5 ::!:6.2:t子7iL.±ldd 奪剖

01 le出加"他企 ω 心 ω叫a 山 ω 叫

1'.1 171 .B-， I出鈎活 7.1 0.:1仰山¥ 22 出臼飽
ocm耐 i I土問士i諸 土部士U :tl行士幻 7 ¥ =26) 1抑士i幻 土ω，1必

Bεans and 
-Joduts Vegetables 
WVbean DfO山内ctS一一一一一ー

日I Se吋ー一一一ιーナー Green Pickles Frult 
向ybean¥ ~nd Others 
P噌Sle I vrllow 

M.d. dd.d. M ð.ð~ 

91 25 9f. 
土問 士:16 :!:I:l2 

巴D
---'l 

Men 
'gel 
，(ト印

6∞ 
or more 

Milk and 口ther
Seaweed Flshes Meal Egg oaiη Sugar Sweels driJ~k Alcohol 悶釦nmj.(s

P'ωucts 

。幽 ω 叫

1.8 73 44 22 :i.5 5.:1 12 176 19 
土5.0 :t70 .::56 1:15 士口:t8.8 ::29 :t4J 士坦.6 :tIJ 

孝傘ホ '傘・ ・ e事$

" 出幽幽，ωω ω 
2，4 日 51 21 l.:l 5.0 10 :17 219 :15 
土6.1 ::I::9{) :t1)7 土:10 18.4 :t8.0 ::;3J ::1::129 1242 士 2~

127 lli 186 
:!:.121 128 :1:220 
".綿

1.8 87 40 坦 21o 7.9 19 21 148 24 
土4.6 :t7:1 士47 :t34 土197 :t 11.7工44 主101 :t194 :t14 
料開“山山念 材$叩

6.4 179 57 ;18 115 10.1 21 訂 236 41 
士山 8 :t 145 土67 2:42 士151 :t13.4' :t4fi :t127 ::239 :t25 

177 65 164 
主158 :t75 土250

出刷出

2.7 59 24 19 5.2 
:t8.8 :t52 土35 :t2i :t2U 
・傘 "傘 ， 

ωω& 叫

5.:1 22 14 行 17
土8.4二:l8 :t62 .::50 士11

4 ・e念
幽 幽 ω 

5.:1 H 21 11 
::7.:1 士川 二i:l 二川 .:::!1 

'99 
or less 

9
 
+↑
 
mm 

j

i

-

-

-

)

 

5v

一

泊

H

5
ロ

一

+

一

±

日

+

一

時

一

泊

口

・

(
1
1
1
1
(象

一

e

叫

為

一

幽

3

u

川

a
+
ι
・
・
↑
t
+
一
+
一
段

刀

"

一

抑

制

"

a

3

-

E

8

5

 

1

-

1

8

 

o

f

-

-

4

-

J

J
土

i

-

0

7

一

M

l

一
6

9

?
一

9

)

9

l
工
一

l
l

土

(

十

一

6

-

7

8

 

“

日

一

a

m

w

U

十

一

一

+

一

+

-

i

一

4

5

rL

禽

一

4

4

拾

町

山

一

品

2

M

+
F
-
a
l
 

ι"

念
一
五
り
+
一
一
Q
d

4

章

一

9

-

u

以

一

幻

一

mw

R
d
+
-
一
長
d
+
一
一

G
U

十一'

3

一

O

一

E

S

-

-

2

一

l

'

A

B

一

仁

印

刷

一

泊

s

e

一

S

M
出

U
附

一

M
h

i

r

i

-

-

『

o

m

U

F

O

 

“旧
or more 

円】+一
0
 
4
 4
 

8
 引い一一

読

耐ふ一

川
町

8
 

5
4
 

川
U
ム
一おi

 

防
士

ー

州
制+-
9
 

B
》

叫
切+一

泊

9
 

ね+一1
 

3

U

 

6
±
 

盟
引制±
9
-
応+-

1
 
2
 4
 
7
 
1
 

m
±
 

2
 
m
 

l
 

mw± 

1
 

1
U
W
 

9
-±
 

?
d
 3
 
7
 

沼
±9
 
7
 

4
±
 

ワ-

v
一9
 

1
+
-

8
 5
 
8
 

4
7
-

l
 
針

9
 
7
 
+-

8
 的

4
+
一

州

1
-

D
 

9
一9
 
4
 e
 

i
r
 

u
m
 
r
 
o
 

日fferencesbetween A and C or between B and D /; .p<0.05，ωp<O.OI. d/;/; Pく0∞I
Differences between A and B or between C and 0 • pく0.05，U p<O.OI“* p<O∞l 

出幽 M 幽

17 94 24 138 
士46 :t86 :!:.18 土iω

*存オ

'^"幽~
:lO 143 57 115 
士:lli 士iω146 :t 170 

幽

M
9
+一

0
 

6

1

 

心

3

a
+
-

幻
広
初土

判
品。
7

a

5

 

a

士

制

2
 

5
%
 

7
+
一

143 18 おO
:t1l5 :t30 士236
‘毒事 '" s

 

d

別+一帥

1

・
おz
 

m
"
 

げわT

一

泊

"9
 
5
 
+一
e

m
制

6
 

1
±
帥

3

s

 

+一$

l

$

 

P
-

判判訓話±
-$ 

5

，
 

つ一-
3
 

】+↓

1
 
1
 5
 

5
m
e
 

7
1

工帥



<0 

'" -Jり

11 

-0.，-; 
， 

m 

， 

p， 
小魚の成分

0.5 ¥ Slukoku 

L 

3ぜ

t日

-0.5 

乳乳製品の成分

w 

p， 

1.0 

野菓類・豆類の成分

ToJ的，ku1 

X: 1974-1977 (period 1) 

o :19i8-1叫 (period1I) ・1983-¥987句町iodun 

男40、69歯

周 9集団におけるカルッウム堕取量の憂軍に関する主成卦分析、食品群別揖討

11 

X 

-1.0 

肌

p， 

&明111flSh 

1.0 

u.飢

lFis'即断朋
'lIokuri~\I ~ 

一一1.0 w 

P.C.of 

1.0 

p.c. 01 V噌 talM，
8巴制叩d瑚hcan1""州、

x: 1凶:←19" periu，j 1) 

0: J9iS-]錦2:p陪巾d11) ・198.3-198，!p<ri~d 皿}

Mi肱""Jd，町proouc崎

k40、69畠

囲2 7集団における力lレシウム摂取量的変遷に関する主成分分折、賞品群別検討



11 

引
l
J
K<D 

F凶"，m問• 

p， 
P.c.o[ 
F凶h凶

Olher se!SO喝5

0.5 

K.川0• 
Tohl'ku 2 

1.0 

vιd 
Uぬm

日}

m 

./イ

-H~kurlku 

0.5 

仏5
l'， 

P.C.of 
501 bean p髄U

"北陸s

N 

x :19n-l切1(period [) 

0:1918-1鳴2(period 11) ・1閣~師(μ耐凹)

M飢 a岡w-w

理39豊田にお吋る食塩聾取量由華軍仁田する主成骨量杭食品群別検討

H 

肌

p， pι01 Fis品h.鴎g 
0恥，..総e払ムゆ附~

1.0 

剛b
 
• 

¥
ノ
/
/
/
足

.rJコ<)TQho~u 1 P.c. u[ S1w lJ...'all川
1!1，kurikli ['jd，!cs 

酬蜘

X 凶7~、円ií (ll剛oJ11 

0: 19市~山1(lIo.'ri"J 11) ・l~回一 198Î ll~'山川加)

w 

1.0 

図4 7集団』こお吋る量塩聾取量的変置ι聞する主凪卦卦折、貴品群別組討

h脚刷制 ω




